
 

 

［平和への思いを受け継ぎ、伝える～被爆体験伝承者による講話～］ 

 

【自ら課題に向きあい学ぶ姿～夏休み学習会実施～】         

７月２５日から北広島市退職校長会や教職員互助会北広島支部の方々、星槎道都大学の学生、

北広島高校の生徒などの協力を得て小学校 6 校、中学校２校で夏休み学習会が実施されました。    

今年はとても気温が高く、各校とも暑さ対策をして学習会を実施しました。 

上記以外でも、小学校の先生や北広島高校の生徒のサポートを受けた中学校もあり、夏休み学

習会に工夫が見られました。 

 

 

7 月 21 日に東部中学校、7 月２２

日（地域公開日）に東部小学校で、広

島平和文化センターより派遣された被

爆体験伝承者被爆２世の甲斐晶子さん

による、貴重な講話がありました。   

甲斐さんは、至近距離で被爆し生き抜いた兒玉光男さんの体験を伝承し、参加者に向けてお話

されました。講話を通して、核兵器のない平和な世界について考える大切な時間となりました。 
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【武道 空手道を学ぶ～礼に始まり礼に終わる 互いに尊重～】 

８月 2８日から広葉中学校を皮

切りに、来年の１月末までの予定

で空手道の授業が始まりました。  

今年度も北海道空手道連盟の七

尾大介さんをはじめ、４名の指導

者の方々を講師にお迎えし授業が

始まりました。技術面だけではなく「空手道」が大切にしている授業に臨む姿勢、心の持ち方、

礼儀正しさ、相手を尊重する考え方なども学んでいきます。 

［明るく生活しやすい社会をめざして～福祉体験を通して学ぶ～] 

様々な福祉体験を通して、障がいを抱える方々の思いを肌で

感じ、想像することができます。子どもたちは、誰もが明る

く生活しやすい共生社会の実現に向けて、様々な気づきを行

動に結びつけられるよう学んでいます。 

車いす体験では、講師の方々から操作の基本と安心安全の

重要性を学び、乗る役と押す役を交代しながら学びを深めて

いました。視覚障がいを抱える長谷川みゆきさんからは、病

状の経緯や現状、日常生活で工夫していること、白杖につい

て、知恵をしぼっていることなどをうかがいました。子ども

たちは、自分に何かできるのか、手伝えることがあるのかな

ど思いを巡らせていました。 

【多様な考え方、命の大切さや思いやりの心を育む～人権教室～】 

多様な考え方や一人ひとりの違

いを認め合い、命の大切さや思い

やりの心を育むことなどを目的

に、各学校で学年ごとに人権教室

が実施されています。 

7,20双葉小 

１学期の授業補助員活用事業の取り組み状況 のべ 119 人 361 時間 

【水泳(252 時間)、読み聞かせ(41 時間)、書写(18 時間)、外国語(4 時間)、教科指導補助

(32 時間)、浴衣の着付け(6 時間)、陶芸(6 時間)、木の学習(2 時間)】 

２学期の見通し 

 小学校では水泳、着衣泳、読み聞かせ、書写、歌唱、ミシン等が、中学校では空手、箏、ダ

ンス、歌唱等の指導が予定されています。 

 指導が予定されています。 

 

 

 

8,24大曲小 

8,28広葉中 

8,28東部小 

8,25西部小 


